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(57)【要約】
【課題】移動通信システムにおけるセル再選択を行う方
法と装置を提供する。
【解決手段】本発明における方法は、ユーザＵＥが基地
局からブロードキャストされた現在所属するセルのアク
セスクラス制限パラメータを読取り、アクセスクラス制
限チェックを実行するステップと、アクセスクラス制限
チェックに失敗された場合、チャネル測定を開始し、基
地局がブロードキャストしたセル再選択パラメータによ
ってユーザの現在サービスセルと隣接セルのセル再選択
変数を算出するステップと、算出されたセル再選択変数
をソーティングし、ユーザは、自分のサービスセルとし
て、セル再選択変数における最大値に対応するセルを選
択するステップとを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおけるセル再選択を行う方法であって、
　ユーザＵＥが基地局からブロードキャストした現在所属するセルのアクセスクラス制限
パラメータを読取り、アクセスクラス制限チェックを実行するステップと、
　アクセスクラス制限チェックに失敗した場合、チャネル測定を開始し、基地局がブロー
ドキャストしたセル再選択パラメータによって、ユーザの現在所属するサービスセルと隣
接セルのセル再選択変数を算出するステップと、
　算出されたセル再選択変数をソーティングし、ユーザは、自分のサービスセルとして、
セル再選択変数における最大値に対応するセルを選択するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ユーザが現在所属するサービスセルのセル再選択変数を算出する時に、現在所属するサ
ービスセルのセル再選択変数からアクセス確率と調整因子とに関連する値を引くステップ
を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ユーザが以下の数式によって現在所属するサービスセルと隣接セルのセル再選択変数を
算出し、
【数１】

　ここで、Ｒs’は現在所属するサービスセルのセル再選択変数であり、Ｒｎは隣接セル
のセル再選択変数であり、Ｑmeas,s，Ｑmeas,ｎはそれぞれ現在サービスセルと隣接セル
内のセル再選択に使用されるリファレンスシグナル受信電力またはリファレンスシグナル
受信品質の測定値であり、Ｑhystは再選択のヒステリシス値を示し、Ｑoffsets,ｎはサー
ビスセルと隣接セルｎとのオフセットを示し、ｐi,sは現在サービスセル内の該ユーザの
アクセスクラスｉに対応するアクセス確率の値であり、ΔＱsは調整因子であって、ユー
ザのアクセスクラス制限チェックに失敗した場合のセル再選択パラメータに対する調整範
囲を示すことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザは自主的に調整因子ΔＱsを確定し、或は基地局が調整因子ΔＱsを確定してユー
ザにブロードキャストすることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　調整因子ΔＱsはＱhystとＱoffsets,ｎとの和に等しいことを特徴とする請求項４に記
載の方法。
【請求項６】
　複数のＱoffsets,ｎを受信した場合、Ｑoffsets,ｎの最大値或は最小値とＱhystとの和
を利用して、調整因子ΔＱsを算出することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記調整因子ΔＱsは、現在サービスセルと隣接セルのロードによって確定され、サー
ビスセルのロードが大きいほど、隣接セルのロードが小さいほど、ΔＱsが大きいことを
特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザが現在所属するサービスセルと隣接セルのセル再選択パラメータをそれぞれ算出
する時に、現在所属するサービスセルのセル再選択変数からアクセス確率と調整因子とに
関連する値を引き、及び隣接セルのセル再選択変数から隣接セルアクセス確率と調整因子
とに関連する一つの値を引くことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザは以下の数式によって現在所属するサービスセルと隣接セルのセル再選択変数を
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算出し、
【数２】

　ここで、Ｒs’はサービスセルのセル再選択変数であり、Ｒｎ’は隣接セルのセル再選
択変数であり、Ｑmeas,s，Ｑmeas,ｎはそれぞれ現在サービスセルと隣接セル内のセル再
選択に使用されるリファレンスシグナル受信電力またはリファレンスシグナル受信品質の
測定値であり、Ｑhystはセル再選択のヒステリシス値を示し、Ｑoffsets,ｎはサービスセ
ルと隣接セルｎとのオフセットを示し、ｐi,s、ｐi,ｎはそれぞれ現在サービスセルと少
なくとも一つの隣接セルｎ内の該ユーザのアクセスクラスｉに対応するアクセス確率の値
であり、ΔＱsは調整因子であって、ユーザのアクセスクラス制限チェックに失敗した場
合のセル再選択パラメータに対する調整範囲を示し、ここでｎは１以上の整数であること
を特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　調整因子ΔＱsはＱhystとＱoffsets,ｎとの和に等しいことを特徴とする請求項８に記
載の方法。
【請求項１１】
　複数のＱoffsets,ｎを受信した場合、Ｑoffsets,ｎの最大値或は最小値とＱhystとの和
を利用して、調整因子ΔＱsを算出することを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記調整因子ΔＱsは、現在サービスセルと隣接セルのロードによって確定され、サー
ビスセルのロードが大きいほど、隣接セルのロードが小さいほど、ΔＱsが大きいことを
特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　移動通信システムにおけるセル再選択を行う装置であって、
　ユーザ側に設置された、
　無線インタフェースを介して情報を送信受信する送信／受信ユニットと、
　アクセスクラス制限パラメータを読取り、読み出したパラメータによってアクセスクラ
ス制限チェック・判定を行うアクセスクラス制限チェック・判定ユニットと、
　現在所属するサービスセルと隣接セルのリファレンスシグナル受信電力またはリファレ
ンスシグナル受信品質を測定する測定ユニットと、
　前記測定ユニットが提供する測定結果、アクセスクラス制限チェック・判定ユニットが
提供するアクセスクラス制限パラメータ及び受信したセル再選択パラメータによって、セ
ル再選択操作を実行する再選択変数算出・判定ユニットと
　を含むことを特徴とする装置。
【請求項１４】
　基地局側に設置された、
　基地局側が調整因子ΔＱsを確定する必要がある時に、現在サービスセル及び／或いは
隣接セルのロード情況によって、カバーしたセルの調整因子ΔＱsを確定する調整因子決
定ユニットと、
　無線インタフェースを通じて、情報を送信受信する送信／受信ユニットとを含み、
　前記調整因子ΔＱsは、ユーザのアクセスクラス制限チェックに失敗した場合のセル再
選択パラメータに対する調整範囲を示すことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記セル再選択変数算出・判定ユニットは、アクセスクラス制限チェック・判定ユニッ
トの読取ったアクセスクラス制限チェックパラメータによって、セル再選択変数を算出・
判定することを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　ユーザが自分で調整因子を確定すると決定した場合、セル再選択変数算出・判定ユニッ
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トは、送信／受信ユニットを介して、受信したセル再選択パラメータによって、前記調整
因子を算出することを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　セル再選択ルール算出・判定ユニットは、現在サービスセルと隣接セルのロードによっ
て調整因子を確定し、得られた結果を送信／受信ユニットを介してユーザに送信し、サー
ビスセルのロードが大きいほど、隣接セルのロードが小さいほど、ΔＱsが大きいことを
特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　移動通信システムにおけるセル再選択を行う方法であって、
　基地局がセル再選択パラメータを算出し、算出されたセル再選択パラメータ、アクセス
クラス制限パラメータ及びシステム情報を周期的に移動通信システムにおけるユーザにブ
ロードキャストするステップと、
　ユーザは、基地局が送信したセル再選択パラメータ、アクセスクラス制限パラメータを
受信し、ユーザの現在所属するサービスセルと隣接セルのセル再選択変数を算出するステ
ップと、
　算出されたセル再選択変数をソーティングし、ユーザは、自分のサービスセルとして、
セル再選択変数における最大値に対応するセルを選択するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　基地局がセル再選択パラメータを算出するステップは、
　基地局が現在セルと少なくとも一つの隣接セルｎとのオフセットを算出するステップを
含み、
　ここで、ｎは１以上の整数であることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記基地局は、以下の数式によって現在セルと隣接セルｎとのオフセットを算出し、
【数３】

　ここで、Ｑoffsets,ｎ’は基地局が確定した調整後の現在セルと隣接セルとのオフセッ
トであり、Ｑoffsets,ｎは基地局が確定した調整前の現在セルと隣接セルとのオフセット
であり、Ｐsは現在セル内の正常なユーザのアクセスクラスに対応するアクセス確率の値
を示し、ΔＱsは調整因子であって、基地局の現在セルと隣接セルとのオフセットに対す
る調整範囲を示すことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記基地局は、以下の数式によって現在セルと隣接セルｎとのオフセットを算出し、
【数４】

　ここで、Ｑoffsets,ｎ”は基地局が確定した調整後の現在セルと隣接セルｎのオフセッ
トを表し、Ｑoffsets,ｎは基地局が確定した調整前の現在セルと隣接セルｎとのオフセッ
トを表し、Ｐsは現在セル内の正常なユーザのアクセスクラスに対応するアクセス確率の
値を示し、Ｐｎは隣接セルｎ内の正常なユーザのアクセスクラスに対応するアクセス確率
の値を示し、ΔＱsは調整因子であって、基地局の該セルと隣接セルとのオフセットに対
する調整範囲を示すことを特徴とする請求項１９に記載の方法
【請求項２２】
　ユーザは、基地局が算出した現在セルと少なくとも一つの隣接セルｎとのオフセットに
よって、現在所属するサービスセルと隣接セルのセル再選択パラメータを算出することを
特徴とする請求項１９から２１のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項２３】
　ユーザは、以下の数式によって、現在所属するサービスセルと隣接セルのセル再選択変
数を算出し、
【数５】

　ここで、Ｒsは現在所属するサービスセルのセル再選択変数であり、Ｒｎは隣接セルの
セル再選択変数であり、Ｑmeas,s，Ｑmeas,ｎはそれぞれ現在サービスセルと隣接セル内
のセル再選択に使用されるリファレンスシグナル受信電力またはリファレンスシグナル受
信品質の測定値であり、Ｑhystはセル再選択のヒステリシス値を示し、Ｑoffsets,ｎ’は
現在サービスセルと少なくとも一つの隣接セルｎとのオフセットを表すことを特徴とする
請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　ユーザは、以下の数式によって、現在所属するサービスセルと隣接セルのセル再選択変
数を算出し、
【数６】

　ここで、Ｒsは現在所属するサービスセルのセル再選択変数であり、Ｒｎは隣接セルの
セル再選択変数であり、Ｑmeas,s，Ｑmeas,ｎはそれぞれ現在サービスセルと隣接セル内
のセル再選択に使用されるリファレンスシグナル受信電力またはリファレンスシグナル受
信品質の測定値であり、Ｑhystはセル再選択のヒステリシス値を示し、Ｑoffsets,ｎ”は
現在サービスセルと少なくとも一つの隣接セルｎとのオフセットを表すことを特徴とする
請求項２０に記載の方法ことを特徴とする請求項１に記載の方法
【請求項２５】
　Ｑhyst、Ｑoffsets,ｎ’とＱoffsets,ｎ”は、現在サービスセルのセル再選択パラメー
タであって、サービスセルのシステム情報に含まれて、基地局からユーザにブロードキャ
ストされることを特徴とする請求項２３或いは２４に記載の方法。
【請求項２６】
　現在所属するサービスセルの基地局と隣接セル基地局の間で、オフセットとアクセス確
率とをインタラクティブするステップを更に含むことを特徴とする請求項１８に記載の方
法。
【請求項２７】
　基地局の間では、分散式の方式でオフセットとアクセス確率をインタラクティブするこ
とを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　基地局の間では、共有の制御ユニットを利用して、集中式の方式でオフセットとアクセ
ス確率とをインタラクティブすることを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　基地局は、本セルのアクセス確率と隣接セルに対するそのオフセットを周期的に共有の
制御ユニット或いは隣接基地局に伝送することを特徴とする請求項２７或いは２８に記載
の方法。
【請求項３０】
　基地局は、自分のオフセット或は／及びアクセス確率に変化が発生したことを検出した
場合だけ、最新の情報を共有の制御ユニット或は隣接基地局に送信することを特徴とする
請求項２７或は２８に記載の方法。
【請求項３１】
　基地局が、本セル内の各種無線アクセス技術に対応する該無線アクセス技術をサポート
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できる接続状態にいるユーザ数の情報を、隣接セルとインタラクティブするステップと、
　基地局が、本セルと隣接セル内の各種無線アクセス技術に対応する該無線アクセス技術
をサポートできる接続状態にいるユーザ数の情報によって、本セル再選択或は／及び切替
パラメータを確定するステップとを更に含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項３２】
　基地局が、本セル内の各種無線アクセス技術に対応する該無線アクセス技術をサポート
できるユーザが使用している物理リソースブロックの数を、隣接セルとインタラクティブ
するステップと、
　基地局が、本セルと隣接セル内の各種無線アクセス技術に対応する該無線アクセス技術
をサポートできるユーザが使用している物理リソースブロックの数によって、本セル再選
択或は／及び切替パラメータを確定するステップとを更に含むことを特徴とする請求項１
８に記載の方法。
【請求項３３】
　移動通信システムにおいて、セル再選択を行う装置であって、
　受信した各基地局からのセル再選択パラメータ、或は各基地局のロード情況、セル再選
択パラメータによって、調整因子を確定する調整因子決定ユニットと、
　各基地局のアクセス確率、その隣接セルに対するそれらのオフセット及び各セルのセル
再選択パラメータを受信し、本セルと隣接セルとのオフセット及び／或は切替パラメータ
を算出・更新するオフセット更新ユニットと、
　基地局と基地局の間、或は基地局と制御ユニットの間で情報をインタラクティブする送
信／受信ユニットとを含むことを特徴とする装置。
【請求項３４】
　本基地局と基地局ｎとのオフセット、本基地局のアクセス確率、本セル内の各種無線ア
クセス技術に対応する該無線アクセス技術をサポートできる接続状態にいるユーザ数、或
は本セル内の各種無線アクセス技術に対応する該無線アクセス技術をサポートできる接続
状態にいるユーザが使用している物理リソースブロックの数の情報を、隣接基地局と、或
は制御ユニットとインタラクティブするパラメータインタラクティブユニットを更に含む
ことを特徴とする請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　調整因子決定ユニットは、現在サービスセルと隣接セルのロードによって、調整因子を
確定し、得られた結果をオフセット更新ユニットに送って、オフセット及び／或は切替パ
ラメータを算出・更新するのに使用し、サービスセルのロードが大きいほど、隣接セルの
ロードが小さいほど、ΔＱsが大きいことを特徴とする請求項３３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおけるセル再選択方法及び装置に関し、特にユーザがア
イドルモードから接続モードに移行するプロセスに行うセル再選択と、基地局がアイドル
モードで行うセル再選択の調整、及びパラメータの切り替えの方法と装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代パートナーシーププロトコル（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅ
ｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ，３ＧＰＰ）は、移動通信分野の重要組織として、第三世代
移動通信技術（Ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ，３Ｇ）の標準化プロセスを
大きく推進し、広帯域符号分割多重接続（Ｗｉｄｅ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ，ＷＣＤＭＡ）、高速ダウンリンク・パケット・アクセス（
Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ，ＨＳＤＰＡ）
、高速アップリンク・パケット・アクセス（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａ
ｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ，ＨＳＵＰＡ）等を含む一連の通信システム規格を制定した。広
帯域アクセス技術の発展に対応し、日々に成長する新型サービスのニーズを満足させるた
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めに、３ＧＰＰは２００４年末に３Ｇロング・ターム・エボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔ
ｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，ＬＴＥ）技術の標準化作業をスタートして、周波数効率を
更に高め、セルエッジユーザの性能を改善し、システム遅延を低減し、高速移動ユーザに
効率の高いアクセスサービスを提供することを希望している。
【０００３】
　上記移動通信システムにおいて、ユーザ（移動局ＵＥ）が、伝送しようとするサービス
がない間には、アイドル（ＩＤＬＥ）状態にいる。ユーザが現在属するサービスセルから
のブロードキャスト、ページング情報などの業務を受信して、接続確立要求を発する必要
がある場合に、ユーザはアイドル状態から接続（ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）状態に移行し、成
功に接続を確立した後、接続状態に入る。
【０００４】
ユーザのアイドル状態での移動性を管理するために、移動通信システムでは、セル再選択
仕組みが定義されている。セル再選択仕組みによって、アイドル状態にいるユーザが、接
続状態に移行するプロセスに一定の条件を満足した際に、其の他のセルに再選択すること
が許可されている。ここで、ユーザがセル再選択を行うパラメータをブロードキャスト情
報に入れて、基地局からユーザにブロードキャストしてもよい。ＬＴＥシステムでは、ユ
ーザがセル再選択を行う方法を定義している。具体的に言うと、ユーザがアイドル状態で
サービスセルからの情報等の業務を受信し、ユーザは、該サービスセルのリファレンスシ
グナル受信電力（ＲＳＲＰ，Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐ
ｏｗｅｒ）が予め設定された閾値より低いことを検出した場合、現在のサービスセルと隣
接セルのＲＳＲＰを測定し、セル再選択判定プロセスに進む。セル再選択判定プロセスに
おいて、ユーザは以下の数式（１）によって現在サービスセルと隣接セルのセル再選択変
数を算出し、該変数に対して降順でソーティングを行う。セル再選択変数における最大値
に対応するセルが依然として該ユーザの現在属するサービスセルであれば、ユーザはセル
再選択を行わない。そうでなければ、算出されたセル再選択変数における最大値に対応す
るセルを再選択のターゲットセルとする。その後、ユーザは該ターゲットセルまで再選択
し、該ターゲットセルをサービスセルとする。
【０００５】

【数１】

　数式（１）で、ＲSはサービスセルに使用されるセル再選択変数を示し、Ｒｎは隣接セ
ルに使用されるセル再選択変数を示し、Ｑmeas,s，Ｑmeas,ｎはそれぞれ現在サービスセ
ルと隣接セル内のセル再選択に使用されるリファレンスシグナル受信電力（ＲＳＲＰ，Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）の測定値であり、Ｑ

hystとＱoffsets,ｎは現在サービスセルのセル再選択パラメータであり、サービスセルの
システム情報に含まれてユーザにブロードキャストされ、Ｑhystはセル再選択のヒステリ
シス値を示し、Ｑoffsets,ｎは現在のサービスセルと隣接セルｎとのオフセットである。
ユーザは、アイドル状態でサービスセルのブロードキャスト情報を読取ることによって、
これらのセル再選択パラメータを取得することができる。
【０００６】
　ユーザが接続要求を確立する時には、先ず、アクセスクラス制限チェック（Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｃｌａｓｓ　Ｂａｒｉｎｇ　Ｃｈｅｃｋ）を行う必要がある。図１では無線システム
（ＵＭＴＳ，Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
　Ｓｙｓｔｅｍ）を例として、アクセスクラス（ＡＣ，Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｌａｓｓ）に関
する図を示している。アクセスクラスは業者により配置されたユーザ情報である。図１で
示すように、０－９のアクセスクラスは正常なユーザを示し、アクセスクラス１０は緊急
呼び出しを示す等。これらのアクセスクラス制限の状態、即ち該クラスに対応するユーザ
が制限されているかどうかの情報は、ブロードキャスト情報ブロック３（ＳＩＢ３，Ｓｙ
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ｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　３）によって、ユーザにブロードキャ
ストされる。これらのアクセスクラスは、それぞれ応じるアクセスサービスクラス（ＡＳ
Ｃ，Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｌａｓｓ）に対応する。基地局は、このマッピン
グ関係をＳＩＢ５を通じて、ユーザにブロードキャストする。又、これらのＡＳＣは、一
々で異なる物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）リソースに対応され、ここで、各ＰＲＡＣＨリソー
スは、いずれも一つの持続レベル（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｌｅｖｅｌ）パラメータに対
応し、該クラスに対応するユーザのランダムアクセスを行う確率を示し、このような方法
によって、ランダムアクセスチャネルのロードを制御する。
【０００７】
　ＬＴＥでも、これと類似するアクセスクラス制限チェックの仕組みを採用している。異
なることは、ユーザのアクセスクラスを物理ランダムアクセスチャネルのリソースに直接
マッピングされ、それらとＡＳＣとのマッピング関係が取消されることであり、そこで、
アクセスクラス制限パラメータによって持続レベルを表す。アクセスクラス制限パラメー
タには、アクセス確率（Ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ）とアクセスクラス制限
時間（Ａｃｃｅｓｓ　ｂａｒｒｉｎｇ　ｔｉｍｅ）パラメータとを含み、主に正常なユー
ザにマッピングされたＲＡＣＨに対して、ロードの制御を行う。ＬＴＥでは、前記アクセ
スクラス制限パラメータがＳＩＢ２に入れられ、基地局からユーザにブロードキャストさ
れる。
【０００８】
　図２はユーザがアイドル状態から接続状態に移行する時にアクセスクラス制限チェック
プロセスを行う操作のフローチャートである。ユーザは、接続要求を発する必要のある場
合に、先ずステップＳ２０１で現在サービスセル内のシステムブロードキャスト情報を読
取り、該セルのアクセスクラス制限パラメータを取得する。ＬＴＥで、該アクセスクラス
制限パラメータはＳＩＢ２に含まれ、基地局からユーザにブロードキャストされる。通常
、アクセスクラス制限パラメータには、アクセス確率とアクセスクラス制限時間との二つ
のパラメータを含む。続いて、ステップＳ２０２で、ユーザは、タイマーＴ３０３が０で
あるかどうかを検出する。ここで、タイマーＴ３０３はユーザアクセスクラス制限チェッ
クに失敗した時に起動される一つのランダム数値である。該ランダム数値の大きさはアク
セスクラス制限パラメータに含まれたアクセス制限時間に関連し、ユーザの次回のアクセ
スクラス制限チェック操作を行う前に制限される時間を決めている。
【０００９】
　ステップＳ２０２でタイマーが０でないと判断されると、現在ユーザがアクセスクラス
制限チェックに失敗した後の制限時間内にいることを表明し、ステップＳ２０１に戻る。
このような場合、ユーザはアクセスクラス制限チェックを行うことが出来ない。ステップ
Ｓ２０２でタイマーが０であると判断された場合だけ、ステップＳ２０３を行い、ユーザ
は０から１の間でランダムに一つの数値を生成し、ステップＳ２０４で該数値を読取った
アクセス確率と比較する。ステップＳ２０４で得られた比較結果は該数値がアクセス確率
より小さいことを表明すると、ステップＳ２０５に進む。ステップＳ２０５で、ユーザは
アクセスクラス制限チェックに成功したと判断する。その後、ユーザはランダムアクセス
チャネルで直ちにランダムアクセスプリアンブルシーケンスを送信し、ランダムアクセス
プロセスを始める。逆に、ステップＳ２０４で得られた比較結果は該値がアクセス確率以
上であることを表明すると、Ｓ２０６に進み、ユーザは読取ったアクセスクラス制限時間
に基づき、一つのランダム数値を算出し、該ランダム数値によって、タイマーＴ３０３を
起動させる。この場合、ステップＳ２０７でアクセスクラス制限チェックに失敗したと判
断されると、アイドル状態に戻り、現在のサービスセルのブロードキャスト情報を読取る
（ステップＳ２０１）。
【００１０】
　通常、ＬＴＥでは、タイマーＴ３０３の算出方法が規格され、即ちＴ３０３＝（１－ａ
＋２ａ*ｒａｎｄ）*Ｔによって算出し、ここで、ａは１より小さい数値で、ＬＴＥ規格で
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は０.３を推薦し、ｒａｎｄは０から１の間のランダム数値で、Tは該サービスセル内でユ
ーザが読取ったアクセスクラス制限時間を表す。タイマーが０でない場合、ユーザは依然
としてセル再選択を行える。
【００１１】
　図２で示すプロセスによれば、ユーザのアクセスクラス制限チェックの結果は二つであ
ることがわかる。一方は成功で、この場合は、ユーザがランダムアクセスプリアンブルシ
ーケンスを送信し、ランダムアクセスプロセスを始める。もう一方は失敗で、この場合は
、以下三種類の可能性がある。１）ユーザはタイマーが終わった後、現在のサービスセル
で改めてアクセスクラス制限チェックを行い、現在のサービスセルのアクセス確率が非常
に低いのであれば、やり直してもユーザのアクセスクラス制限チェックの成功を有効に保
証できなく、又、複数回のアクセスクラス制限チェックの操作の失敗でより長いアクセス
遅延を持たせることになる。２）ユーザは、やり直し回数が最大許容やり直し回数に達し
た後にあきらめ、今回の接続確立に失敗したと見なし、これはユーザの満足度を極端に低
減する。３）ユーザは、タイマーが０でないプロセスで、其の他のセルへ再選択し、元の
サービスセルアクセス確率が低すぎることによる無効なやり直しを回避でき、セル再選択
を通じて、ユーザは再選択されたセル内でアクセスクラス制限チェックの操作を行える。
しかし、再選択されたターゲットセルが現在のサービスセルよりアクセス確率が低ければ
、このようなセル再選択はユーザのアクセスクラス制限チェックの成功確率をさらに低減
し、ユーザのアクセス遅延を増大ささる。
【００１２】
　前述したことによると、セル再選択のプロセスで現在サービスセルと隣接セルのアクセ
ス確率を考慮して、ユーザがアクセス確率のより高いセル内でアクセスクラス制限チェッ
クを行い、それによってユーザのアクセスクラス制限チェックの成功確率を高め、ユーザ
が更に早くランダムアクセスプロセスに進み、アクセスクラス制限チェックによるアクセ
ス遅延を減少させることが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、前述のような課題に鑑てなされたものである。移動通信システムで、ユーザ
がアイドルモードから接続モードに移行するプロセスで行うセル再選択の方法と装置を提
供することを目的としている。該方法と装置は、サービスセルのアクセス確率によってセ
ル再選択変数を変更させ、アクセス確率が低いサービスセルのユーザがより大きい確率で
セル再選択を行い、サービスセル内で複数回のやり直しによるアクセス遅延を低減する。
【００１４】
　本発明は、移動通信システムで、基地局が動的にセル再選択パラメータを調整する方法
と装置を提供することをその他の目的としている。該方法と装置は現在のサービスセルと
隣接セルのアクセス確率によってセル再選択のオフセットを変更させ、ユーザがアイドル
状態でアクセス確率の高いセルに再選択することができ、アイドル状態のロードバランシ
ングを実現し、ユーザの呼出成功率を高めることが出来る。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一つの局面によると、移動通信システムにおけるセル再選択を行う方法を提供
し、ユーザＵＥが基地局からブロードキャストした現在所属するセルのアクセスクラス制
限パラメータを読取り、アクセスクラス制限チェックを実行するステップと、アクセスク
ラス制限チェックに失敗した場合、チャネル測定を開始し、基地局がブロードキャストし
たセル再選択パラメータによって、ユーザの現在所属するサービスセルと隣接セルのセル
再選択変数を算出するステップと、算出されたセル再選択変数をソーティングし、ユーザ
は、自分のサービスセルとして、セル再選択変数における最大値に対応するセルを選択す
るステップとを含む。
【００１６】
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　本発明のもう一つの局面によると、移動通信システムにおけるセル再選択を行う装置を
提供し、
　ユーザ側に設置された、
　無線インタフェースを介して情報を送信受信する送信／受信ユニットと、アクセスクラ
ス制限パラメータを読取り、読み出したパラメータによってアクセスクラス制限チェック
・判定を行うアクセスクラス制限チェック・判定ユニットと、現在所属するサービスセル
と隣接セルのリファレンスシグナル受信電力を測定する測定ユニットと、前記測定ユニッ
トが提供する測定結果、アクセスクラス制限チェック・判定ユニットが提供するアクセス
クラス制限パラメータ及び受信したセル再選択パラメータによって、セル再選択操作を実
行する再選択変数算出・判定ユニットと、
　基地局側に設置された、
　基地局側が調整因子ΔＱsを確定する必要がある時に、現在サービスセル及び／或いは
、隣接セルのロード情況によってカバーしたセルの調整因子ΔＱsを確定する調整因子決
定ユニットと、無線インタフェースを通じて情報を送信受信する送信／受信ユニットとを
含む。
【００１７】
　本発明の又一つの局面によると、移動通信システムにおけるセル再選択を行う方法を提
供し、基地局がセル再選択パラメータを算出し、算出されたセル再選択パラメータ、アク
セスクラス制限パラメータ及びシステム情報を周期的に移動通信システムにおけるユーザ
にブロードキャストするステップと、ユーザは、基地局が送信したセル再選択パラメータ
、アクセスクラス制限パラメータを受信し、ユーザの現在所属するサービスセルと隣接セ
ルのセル再選択変数を算出するステップと、算出されたセル再選択変数をソーティングし
、ユーザは、自分のサービスセルとして、セル再選択変数における最大値に対応するセル
を選択するステップとを含む。
【００１８】
　本発明の又一つの局面によると、移動通信システムにおいて、セル再選択を行う装置を
提供し、受信した各基地局からのセル再選択パラメータ、或は各基地局のロード情況、セ
ル再選択パラメータによって、調整因子を確定する調整因子決定ユニットと、各基地局の
アクセス確率、その隣接セルに対するそれらのオフセット及び各セルのセル再選択パラメ
ータを受信し、本セルと隣接セルとのオフセット及び／或は切替パラメータを算出・更新
するオフセット更新ユニットと、基地局と基地局の間、或は基地局と制御ユニットの間で
情報をインタラクティブする送信／受信ユニットとを含む。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、本セル及び／或いは隣接セルのアクセス確率を考慮することによって、ユー
ザのセル再選択変数を変更させ、ユーザがより大きい確率でアクセス確率がより高いセル
へ再選択し、現在のサービスセルよりアクセス確率が更に劣れる隣接セルに間違って再選
択することを回避する。
【００２０】
　本発明は、ユーザがより大きい確率でアクセス確率がより高いセルへ再選択し、ユーザ
アクセスクラス制限チェックの成功確率を高め、ユーザがアクセスクラス制限チェックを
行うことによるアクセス遅延を低減する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】ＵＭＴＳ移動通信システムを例としてアクセスクラスに関する模式図を示す。
【図２】ユーザがアクセスクラス制限チェックを行うフローチャートを示す。
【図３】本発明の一つの実施例によって、ユーザがアイドルモードから接続モードに移行
するプロセスにセル再選択を行うフローチャートを示す。
【図４】本発明のもう一つの実施例によって、ユーザがアイドルモードから接続モードに
移行するプロセスにセル再選択を行うフローチャートを示す。
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【図５】本発明の実施例によって図３と図４で示すセル再選択プロセスを実行するユーザ
側装置の概略ブロック図を示す。
【図６】図４で示すプロセスに従ってセル再選択を行い、調整因子を基地局からユーザの
基地局側にブロードキャストする装置の概略ブロック図を示す。
【図７】基地局がセル再選択パラメータにおけるサービスセルと隣接セルｎとのオフセッ
トを動的に調整するプロセスの模式図を示す。
【図８】基地局が図７で示すプロセスによってセル再選択パラメータにおけるサービスセ
ルと隣接セルｎとのオフセットを動的に調整する装置の概略ブロック図を示す。
【図９ａ】もう一つの実施例によって基地局がセル再選択パラメータにおけるサービスセ
ルと隣接セルｎとのセル再選択及び／或は切替パラメータを動的に調整する模式図のうち
、基地局が分散型のインタラクティブ方式で情報をインタラクティブする模式図を示す。
【図９ｂ】もう一つの実施例によって基地局がセル再選択パラメータにおけるサービスセ
ルと隣接セルｎとのセル再選択及び／或は切替パラメータを動的に調整する模式図のうち
、基地局が集中式のインタラクティブ方式で情報をインタラクティブする模式図を示す。
【図１０ａ】図９ａと９ｂで示す方法によって動的にセル再選択パラメータを調整する設
備装置図のうち、基地局が分散型のインタラクティブ方式で情報をインタラクティブする
装置の概略ブロック図である。
【図１０ｂ】図９ａと９ｂで示す方法によって動的にセル再選択パラメータを調整する設
備装置図のうち、基地局が集中式のインタラクティブ方式で制御ユニットと情報をインタ
ラクティブする基地局側装置の概略ブロック図である。
【図１０ｃ】図９ａと９ｂで示す方法によって動的にセル再選択パラメータを調整する設
備装置図のうち、基地局が集中式のインタラクティブ方式で制御ユニットと情報をインタ
ラクティブする制御ユニットの概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の実施例について、以下図面を参照して詳細な説明を行い、説明において、本発
明に対する理解を混乱させることを防ぐように、本発明にとって必要のない詳細と機能を
省略する。
【００２３】
　（第一実施例）
　以下、図面を参照して本発明の第一実施例について説明する。第一実施例において、ユ
ーザ側は、サービスセルのアクセスの確率に基づき、セル再選択変数の算出を調整し、こ
れによってアクセス確率の低いサービスセル内のユーザがセル再選択を更に多く行う。
【００２４】
　図３では本発明第一実施例によって、ユーザ（ＵＥ：ユーザ設備）がアイドルモードか
ら接続モードに移行するプロセスでセル再選択を行うフローチャートを示している。図３
に示すように、ステップＳ３０１で、ユーザは接続確立要求を発する時に、サービスセル
内のシステムブロードキャスト情報を読取って、該セルのアクセスクラス制限パラメータ
を取得する必要がある。一般的に、前記したように、ＬＴＥシステムにおいて、アクセス
クラス制限パラメータは、アクセス確率とアクセスクラス制限時間との二つのパラメータ
が含まれ、システムの情報ブロック２（ＳＩＢ２，ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｂｌｏｃｋ２）に入れられて、ユーザにブロードキャストされる。ステップＳ３０２
で、ユーザは、読取ったアクセスクラス制限パラメータによって、アクセスクラス制限チ
ェックを行い、即ち図２で示すステップＳ２０２‐Ｓ２０４によってチェックを行う。
【００２５】
　現在タイマーＴ３０３がゼロである場合、０から１の間でランダムに数値を生成し、該
数値をアクセスクラス制限パラメータにおける該ユーザのアクセス制限クラスに対応する
アクセス確率と比較する。ステップＳ３０３、該ランダムに生成された数値が該ユーザの
アクセスクラスに対応するアクセス確率より小さい場合、今回のアクセスクラス制限チェ
ックに成功したと判断する。この場合、ステップＳ３０８に進み、ユーザはランダムアク
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セスプリアンブルシーケンスを送信して、ランダムアクセスプロセスを始める。ステップ
Ｓ３０３でアクセスクラス制限チェックに失敗したと判断すると、ステップＳ３０４に進
む。ステップＳ３０４で、ユーザはタイマーＴ３０３を起動させ、ここで、Ｔ３０３の値
はアクセスクラス制限時間に関連するランダム数値である。ＬＴＥにおいて、数式Ｔ３０
３＝（１－ａ－２＊ａ＊ｒａｎｄ）＊ＴでＴ３０３の値を算出し、ここで、ａは０.３、
ｒａｎｄは０から１間のランダム数値である。続いて、ステップＳ３０５で、ユーザは、
以下数式（２）でセル再選択変数を算出し、算出された結果によってセルを降順でソーテ
ィングする。
【００２６】
【数２】

　ここでＲS
’は本発明が提案したサービスセルに使用されるセル再選択変数であり、Ｒ

ｎは隣接セルのセル再選択変数であり、Ｑmeas,s，Ｑmeas,ｎはそれぞれ現在サービスセ
ルと隣接セル内のセル再選択に使用されるＲＳＲＰ測定値であり、ＱhystとＱoffsets,ｎ

はセル再選択パラメータであって、サービスセルのシステム情報に含まれユーザにブロー
ドキャストされ、それぞれセル再選択のヒステリシス値（Ｑhyst）、及びサービスセルと
隣接セルｎとのオフセット（Ｑoffsets,ｎ）であり、ｐi,sは現在サービスセル内の該ユ
ーザのアクセスクラスｉに対応するアクセス確率の値であり、ΔＱsは調整因子に定義さ
れ、ユーザのアクセスクラス制限チェックに失敗した時にセル再選択パラメータに対する
調整範囲を示す。ΔＱsが大きいほどユーザのセル再選択パラメータ調整範囲が大きい。
ここで、ΔＱsはユーザが受信したセル再選択パラメータによって算出されてよい、例え
ば、代表的に、ΔＱsはＱhystとＱoffsets,ｎとの和である。複数のＱoffsets,ｎを受信
した場合には、それらの最大値或いは最小値を取ってＱhystとの和を求めればよい。オプ
ションとして、ΔＱsは基地局によってシステム情報に、例えばアクセスクラス制限パラ
メータに、入れられて、ユーザにブロードキャストされ、具体的な数値は基地局が現在の
サービスセル、隣接セルのロード情報に基づき決めてよい。現在サービスセルのロードが
大きいほど、隣接セルのロードが小さいほど、ΔＱsが大きい。
【００２７】
　ステップＳ３０６でステップＳ３０５の算出結果によって、ユーザは、算出されたセル
再選択変数における最大値が現在サービスセルに対応するかどうかを判断し、そうであれ
ばステップＳ３０１に戻り、ユーザはセル再選択を行う必要がなく、依然として、本セル
内において、本セル内のアクセスクラス制限パラメータを読取る。本セルのアクセスクラ
ス制限パラメータが変更された場合、最新のパラメータを利用して、アクセスクラス制限
チェックを行う。ステップＳ３０６で算出されたセル再選択変数における最大値が、その
他のセルに対応すると、ユーザが現在サービスセルを変える必要があることを示す。この
ような場合、ステップＳ３０７に進み、ユーザはセル再選択を行って、セル再選択変数に
おける最大値に対応するそのセルへ再選択し、再選択後のセルを自分のサービスセルとす
る。その後、ステップＳ３０１に戻り、ユーザは新しいサービスセル内のアクセスクラス
制限パラメータを読取って、該パラメータに基づきアクセスクラス制限チェックを行う。
【００２８】
　本実例において、ユーザは数式（２）でセル再選択変数を算出し、先行技術に採用され
るサービスセルのセル再選択変数について算出を行ったうえで、サービスセルアクセス確
率と調整因子とに関連する一つの数値を引いて、アクセス確率の低いセルが算出したサー
ビスセルの再選択変数が低くなり、ユーザのセル再選択を行う確率も増えるようになり、
調整因子が大きいほど更に多くのユーザがセル再選択を行うようにし得る。
【００２９】
　上記の数式（２）によってアクセス確率の低いセル内のユーザがセル再選択を行う確率
を高めることが出来るが、数式（２）では隣接セルのアクセス確率を考慮していないため
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、ユーザはアクセス確率が元のサービスセルのアクセス確率より更に低いセルに再選択し
てしまう可能性があり、それによってアクセス性能が低下される。
【００３０】
　この問題を解決するために、第一実施例におけるその他の一つの実例では、隣接セルア
クセス確率を考慮した場合にセル再選択変数を算出する数式（３）を与えている。隣接セ
ルのアクセス確率が現在サービスセルのアクセス確率より低い場合、数式（３）によると
、上記数式（２）を利用してセル再選択を行う時の欠点を克服することが出来る。特に、
具体的な実施において、数式（２）と（３）とを合わせて使用し、ユーザが隣接セルのア
クセス確率が現在サービスセルのアクセス確率より高いと判断した場合は、ユーザが数式
（２）を利用して該隣接セルの再選択変数を算出し、ユーザが隣接セルのアクセス確率が
現在サービスセルのアクセス確率より低いと判断した場合は、ユーザが数式（３）によっ
て該隣接セルのセル再選択変数を算出する。
【００３１】
【数３】

　数式（３）において、Ｒs
’，Ｒｎ

’はそれぞれ本発明が提案したサービスセルと隣接
セルに使用されるセル再選択変数であり、Ｑmeas,s，Ｑmeas,ｎはそれぞれ現在サービス
セルと隣接セル内のセル再選択に使用されるＲＳＲＰ測定値である。ＱhystとＱoffsets,

ｎはセル再選択パラメータであって、サービスセルのシステム情報に含まれユーザにブロ
ードキャストされ、それぞれセル再選択のヒステリシス値（Ｑhyst）、及びサービスセル
と隣接セルｎとのオフセット（Ｑoffsets,ｎ）であり、ｐi,s，ｐi,ｎはそれぞれ現在サ
ービスセルと隣接セルｎ内の該ユーザのアクセスクラスｉに対応するアクセス確率の値で
あり、ΔＱsは調整因子に定義され、ユーザのアクセスクラス制限チェックに失敗した時
にセル再選択パラメータに対する調整範囲を示す。ΔＱsが大きいほどユーザのセル再選
択パラメータの調整範囲が大きい。ここで、ΔＱsはユーザが受信したセル再選択パラメ
ータによって算出されてよい。一般的に、ΔＱsはＱhystとＱoffsets,ｎとの和である。
複数のＱoffsets,ｎを受信した場合には、それらの最大値或いは最小値を取ってＱhystと
の和を求めればよい。オプションとして、ΔＱsは基地局によってシステム情報に、例え
ばアクセスクラス制限パラメータに入れられて、ユーザにブロードキャストされる。具体
的な数値は、基地局が現在のサービスセル、隣接セルのロード情報に基づき決めてよい。
現在サービスセルのロードが大きいほど、隣接セルのロードが小さいほど、ΔＱsが大き
い。
【００３２】
　図４はユーザがアイドルモードから接続モードに移行するプロセスに数式（３）によっ
てセル再選択を行うフローチャートを示している。図４のステップＳ４０１‐４０４の操
作と図３のステップＳ３０１‐３０４の操作は基本的に同様である。異なるところは、ユ
ーザがステップＳ４０１で現在サービスセルのアクセスクラス制限パラメータを読取る以
外に、さらに隣接セルのアクセス制限パラメータを読取る（ステップＳ４０１後のステッ
プＳ４０９）必要があることにある。これは、ユーザが隣接セルについて測定するプロセ
スに、隣接セルのシステムブロードキャスト情報、例えばＳＩＢ２を読取ることによって
実現される。ステップＳ４０２で、アクセスクラス制限チェックを行い、ステップＳ４０
３でチェックに成功したかどうかを判断する。ステップＳ４０３でチェックに成功したと
判断した場合、ステップＳ４０８に移行し、ユーザはランダムアクセスプリアンブルシー
ケンスを送信して、ランダムアクセスプロセスを始める。一方、ステップＳ４０３でアク
セスクラス制限チェックに失敗したと判断した後、ステップＳ４０４に移行し、タイマー
Ｔ３０３を起動する。その後、ステップＳ４０５まで実行し、数式（３）によってセル再
選択変数を算出し、算出された結果によって降順にセルをソーティングする。
【００３３】
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　セル再選択変数の算出を行った後の操作（ステップＳ４０６‐４０８）が図３における
ステップＳ３０６‐３０８の操作と完全に一致するため、ここでは、それに対する説明を
省略する。
【００３４】
　数式（２）と比べて、数式（３）において、ユーザが現在所属するサービスセルのセル
再選択変数に対する算出方法は、数式（２）と同じであり、隣接セルのセル再選択変数の
算出において、元の隣接セルのセル再選択変数を算出したうえで、隣接セルアクセス確率
と調整因子とに関連する一つの数値を引いた。アクセス確率の低い隣接セルほど引かれた
この部分の数値が大きく、ユーザが該隣接セルに再選択する確率を低減し、調整因子が大
きいほど該隣接セルのセル再選択変数の低下を招くことができ、該セルが再選択される可
能性を低減する。
【００３５】
　図５と６では本発明の第一実施例によるセル再選択装置の概略ブロック図を示している
。図５ではユーザ側に設置されたセル再選択装置を示し、図６では基地局（ｅＮｏｄｅＢ
）側に設置されたセル再選択装置の模式図を示している。
【００３６】
　以下、図５を参照してユーザ側に設置されたセル再選択装置の構成と操作を説明する。
図５に示すように、ユーザ側に設定されたセル再選択装置は送信／受信ユニット５１と、
アクセスクラス制限チェック・判定ユニット５２と、測定ユニット５３と、セル再選択変
数の算出・判定ユニット５４と、タイミングユニット５５とを含む。簡易化のため、ここ
では本発明の内容に関連する操作だけを説明し、本発明の内容と密接に関連しない内容は
省略する。ユーザ側において、送信／受信ユニット５１は無線インタフェースを介して情
報を送受信する。送受信する情報には、ブロードキャスト情報と、該ユーザに特定される
情報等を含む。測定ユニット５３は、送信／受信ユニット５１によって受信した、現在所
属するサービスセルと隣接セルからのリファレンスシグナル受信電力（ＲＳＲＰ）又はリ
ファレンスシグナル受信品質（ＲＳＲＱ，Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅ
ｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）を測定し、測定結果をセル再選択変数算出・判定ユニット５
４に送信する。又、測定ユニット５３は、アクセスクラス制限チェック・判定ユニット５
２からの測定チャネル測定開始の指示を受信した場合、無線チャネルの測定を始める。ア
クセスクラス制限チェック・判定ユニット５２は、送信／受信ユニット５１により受信し
たサービスセルのブロードキャスト情報からアクセスクラス制限パラメータを読取り、読
み出されたこれらのパラメータとタイミングユニット５５の情報によってアクセスクラス
制限チェック・判定を行う。ユーザのセル再選択変数算出・判定ユニット５４が、数式（
２）又は数式（３）によってセル再選択変数を算出・判定する時に、アクセスクラス制限
チェック・判定ユニット５２は、隣接セルのアクセスクラス制限チェックパラメータを読
取る。アクセスクラス制限チェックの結果が成功と判定された場合、アクセスクラス制限
チェック・判定ユニと５２は、その結果を送信／受信ユニット５１に提供し、送信／受信
ユニットを介して、ランダムアクセスプリアンブルシーケンスを送信して、ランダムアク
セスプロセスを始める。アクセスクラス制限チェックの結果が失敗と判定された場合、ア
クセスクラス制限チェック・判定ユニット５２は、送信／受信ユニットにより受信したア
クセスクラス制限パラメータにおけるアクセスクラス制限時間パラメータから、一つのラ
ンダム数値を算出し、該ランダム数値をタイミングユニット５５に送って、タイマーを起
動させる。
【００３７】
　又、アクセスクラス制限チェックの結果が失敗と判定された場合、アクセスクラス制限
チェック・判定ユニット５２は、さらに判定結果を測定ユニット５３及びセル再選択変数
算出・判定ユニット５４に送って、測定とセル再選択のプロセスをトリガーする。タイミ
ングユニット５５は、アクセスクラス制限チェック・判定ユニット５２がインプットした
数値によって、タイマーを起動させ、タイミング操作を行う。セル再選択変数算出・判定
ユニット５４は、測定ユニット５３から提供された測定結果、アクセスクラス制限チェッ
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ク・判定ユニット５２から受信したアクセスクラス制限パラメータ、送信／受信ユニット
５１から受信したセル再選択パラメータ等によって、セル再選択操作を行う。また、セル
再選択変数算出・判定ユニット５４は、アクセスクラス制限チェック・判定ユニット５２
からの結果を受信した時に、数式（２）或いは数式（３）によって、セル再選択変数を算
出・判定し、別のセルに再選択する必要があると判定した場合、判定結果を送信／受信ユ
ニット５１に送る。その後、送信／受信ユニット５１は、ターゲットとして再選択される
別のセルの情報を受信し始める。ここで、セル再選択変数算出・判定ユニット５４が数式
（２）或いは数式（３）を算出するプロセスにおいて、ユーザが自分で調整因子ΔＱsを
決める場合、セル再選択変数算出・判定ユニット５４は、送信／受信ユニット５１から受
信したセル再選択パラメータによって該調整因子を算出する必要があり、例えば、ΔＱs

がＱhystとＱoffsets,ｎとの和だと算出し、複数のＱoffsets,ｎを受信した時に、それら
の最大値或いは最小値を取ってＱhystとの和を求める。調整因子ΔＱsを基地局によりシ
ステム情報に、例えばアクセスクラス制限パラメータに入れてユーザにブロードキャスト
する時に、ユーザは送信／受信ユニット５１から受信した情報から、該調整因子を読取り
、セル再選択変数を算出する。
【００３８】
　以下、図６を参照して図４で示すプロセスによってセル再選択を行い、調整因子を基地
局からユーザにブロードキャストする時に基地局に設定されたセル再選択装置の構成と操
作を説明する。簡易化のために、ここでは本発明の内容に関連する操作だけを説明し、本
発明の内容と密接に関連しない内容を省略している。図６で示すように、基地局に設定さ
れたセル再選択装置には、送信／受信ユニット６１と、調整因子決定ユニット６２とを含
む。送信／受信ユニット６１は、無線インタフェースを通じて情報を送受信する。調整因
子決定ユニット６２は、現在サービスセル或いは／及び隣接セルのロード情況等によって
カバーしたセルの調整因子を確定する。現在サービスセルのロードが小さいほど、隣接セ
ルのロードが大きいほど、調整因子は大きい。調整因子決定ユニット６２は、確定された
調整因子を送信／受信ユニット６１に送信し、送信／受信ユニット６１によって、ユーザ
にブロードキャストする。
【００３９】
　本発明のセル再選択方法と装置に含まれた各ユニットの機能は、ユーザと基地局に搭載
するハードウェアによって実現してもよいし、ソフトウェア又はハードウェアとソフトウ
ェアの組み合わせによって実現してもよい。本分野の技術者は、ここで説明した本発明の
考え方と方法を通じて、各種方法を利用して本発明を実現してもよい。
【００４０】
　本発明による第一実施例のセル再選択方法と装置は、ユーザ側が自主的にセル再選択変
数の算出方法を調整することによって実現されている。これ以外に、以下第二実施例は、
基地局が動的にセル再選択パラメータを調整する方法と装置を提供し、上記したようにユ
ーザが自主的に調整することに類似する効果及び性能を果たすことができる。
【００４１】
　（第二実施例）
　第二実施例では、基地局がセル再選択パラメータを調整する方法と装置を提供し、上記
のユーザが自主的に調整することに類似する効果及び性能を果たすことができる。
【００４２】
　図７では、基地局がセル再選択パラメータにおけるサービスセルと隣接セルｎとのオフ
セットを動的に調整するプロセスを示す図である。該プロセスにおいて、基地局は、セル
再選択パラメータを算出し、算出されたセル再選択パラメータ、アクセスクラス制限パラ
メータ、及び其の他のシステム情報を周期的に移動通信システムにおけるユーザにブロー
ドキャストする。第二実施例において、基地局は、以下の数式（４）によって、セル再選
択パラメータにおける、隣接セルｎに対する現在セルのオフセットを算出し、算出された
オフセットをセル再選択パラメータに入れて、ユーザにブロードキャストする。ここでは
、その内のある隣接セル或いは一部の隣接セルに対するオフセットを調整してもいいし、
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全ての隣接セルに対するオフセットを調整してもいい。現在セルに複数の隣接セルがある
場合には、基地局が数式（４）によって該セルとこれらの隣接セルとのオフセットをそれ
ぞれ算出し、ユーザにブロードキャストする。
【００４３】
【数４】

　ここで、Ｑoffsets,ｎ’は基地局が確定した調整後の現在セルと隣接セルとのオフセッ
トであり、Ｑoffsets,ｎは基地局が確定した調整前の現在セルと隣接セルとのオフセット
である。Ｐsは現在のセル内において正常なユーザのアクセスクラスに対応するアクセス
確率の値を示し、例えば、図１で示すアクセスクラスが０-９であるユーザに対応するア
クセス確率の値を示す。ΔＱsは調整因子であって、基地局が現在セルと隣接セルとのオ
フセットに対する調整範囲を示し、基地局が既存のセル再選択パラメータに基づき取得し
得る。一般的に、ΔＱsはＱhystとＱoffsets,ｎとの和に等しい。基地局に現在セルと複
数の隣接セルとを有する場合、オフセットＱoffsets,ｎの最大値或いは最小値を取ってＱ

hystとの和を求める。オプションとして、ΔＱsは基地局が現在セル及び／或いは隣接セ
ルのロード情況等に基づき確定してもいい。
【００４４】
　図８では、基地局においてセル再選択パラメータを調整する装置の模式図を示している
。図８で示すように、基地局に設定されたセル再選択パラメータ調整装置には、送信／受
信ユニット８１と、調整因子決定ユニット８２と、オフセット更新ユニット８３とを含む
。送信／受信ユニット８１は、無線インタフェースを通じて情報の送受信を行う。調整因
子決定ユニット８２は、現在セル及び／或は隣接セルのロード情況によって調整因子を確
定し、或は既存のセル再選択パラメータによって取得してもよく、得られた結果をオフセ
ット更新ユニット８３に送信する。オフセット更新ユニット８３は、以上の数式（４）に
よって本セルと隣接セルｎとのオフセットを算出・更新し、算出された結果をシステム情
報に、例えばセル再選択パラメータに含んで、送信／受信ユニット８１を介してユーザに
送信する。
【００４５】
　第二実施例において、ユーザは基地局からのブロードキャスト情報を受信した後、受信
した調整後のオフセット及びその他のセル再選択パラメータに基づいて、伝統的セル再選
択変数によってセル再選択を行うことが理解できる。異なるのは、ユーザが隣接セルに対
してセル再選択変数を算出する時に使用されたオフセットが、基地局のブロードキャスト
した本発明によって調整された後のオフセットであることである。
【００４６】
　第一実施例の図３に示す方法に類似して、図７の示す方法において、基地局は本セル内
のアクセス確率だけを考慮している。本セルのアクセス確率が隣接セル確率より高い場合
はアクセス性能の低下を招くことになる。そのため、図９aと９bでは、図７に示す方法が
有する欠点を克服する方法の模式図を示している。９aと９bが実行するセル再選択方法に
おいて、基地局は以下の数式（５）によって動的にセル再選択パラメータにおけるサービ
スセルと隣接セルｎとのオフセットを調整する。
【００４７】

【数５】

　ここで、Ｑoffsets,ｎ”は本発明における基地局が確定した調整後の現在セルと隣接セ
ルとのオフセットであり、Ｑoffsets,ｎは先行技術における基地局が確定した現在セルと
隣接セルとのオフセットを表し、Ｐsは現在のセル内において正常なユーザのアクセスク
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ラスに対応するアクセス確率の値を示し、例えば、図１で示すアクセスクラスが０-９で
あるユーザに対応するアクセス確率の値を示し、Ｐｎは隣接セル内の正常なユーザのアク
セスクラスに対応するアクセス確率の値を示し、例えば、図１で示すアクセスクラスが０
-９であるユーザに対応するアクセス確率の値を示す。ΔＱsは調整因子であって、基地局
が該セルと隣接セルとのオフセットに対する調整範囲を示し、基地局が既存のセル再選択
パラメータに基づき取得し得る。一般的に、ΔＱsはＱhystとＱoffsets,ｎとの和に等し
い、基地局に現在セルと複数の隣接セルを有する場合、オフセットＱoffsets,ｎの最大値
或いは最小値を取って、Ｑhystとの和を求める。オプションとして、ΔＱsは基地局で現
在セル及び／或いは隣接セルのロード情況等に基づき確定してもよい。
【００４８】
　図９ａで示すように、先ず、基地局１は、各自のオフセット及びアクセス確率の値を、
少なくとも一つの隣接セルの基地局ｎ（ｎは１以上の整数）とインタラクティブする。こ
こで、アクセス確率は全てのアクセスクラスのアクセス確率であってもよい。シグナリン
グオーバヘッドを減少させるために、正常なユーザのアクセスクラスに対応するアクセス
確率であってもよい。例えば、基地局１は、基地局ｎに対する基地局１のオフセット及び
基地局１のアクセス確率を基地局ｎに送信し、基地局ｎは、基地局１に対する基地局ｎの
オフセット及び基地局ｎのアクセス確率を基地局１に送信し、二つの基地局は一方が送信
した情報を受信した後すぐに送信してもいいし、それぞれ独立に送信してもよい。又、こ
のような情報のインタラクティブは周期的であってもよいし、あるイベントによってトリ
ガーされてもよい。例えば、ある基地局が自分のオフセット或いは／及びアクセス確率に
変化があったことを検出した時に最新の情報をその他の隣接基地局に送信する。このよう
な情報インタラクティブの方法によって、本セルの基地局は、その他のセル内のアクセス
確率及びオフセット情報を取得でき、以上の数式（５）によって本セルのオフセットの値
を算出し、算出された結果をセル再選択パラメータに入れて、ユーザにブロードキャスト
する。
【００４９】
　図９ａにおいて、基地局は分散式の方式でオフセットとアクセス確率などの情報をイン
タラクティブする。図９ｂでは基地局が集中式のインタラクティブ方法でオフセットとア
クセス確率などの情報をインタラクティブする模式図を示している。図９ｂで示すように
、各基地局はそれぞれ本セル内のオフセット、アクセス確率及びその他のセル再選択パラ
メータ等を一つの制御ユニットに送信する。又、あるセルが、該セルで用いる無線アクセ
ス技術（ＲＡＴ，Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）のほかに、ユーザ
がサポートするその他の無線アクセス技術を有していれば、基地局は、ＲＡＴを区分する
ロード情報を制御ユニットにさらに送信する。該ＲＡＴを区分するロード情報は、各種無
線アクセス技術に対する現在セル内の接続状態にいる該無線アクセス技術をサポートする
ユーザ数であってもよく、例えばＬＴＥとＷＣＤＭＡをサポートする接続状態にいるユー
ザ数がそれぞれＮ１とＮ２であり、或いは、各種無線アクセス技術に対する現在セル内の
該ＲＡＴをサポートする接続状態にいるユーザが使用している物理リソースブロック（Ｐ
ＲＢ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）の数であり、更に、各種無線
アクセス技術に対する現在セル内の該ＲＡＴを、サポートする接続状態にいるユーザが使
用しているランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ，Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）の物理リソースブロック、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ，Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の物理リソースブロック等に詳細化してもよく、各種無線
アクセス技術に対する現在セル内における該ＲＡＴをサポートする接続状態にいるユーザ
バッファー（ｂｕｆｆｅｒ）内データ量であってもよい。これらの情報によって、基地局
は本セルが異なるＲＡＴの隣接セルに対するセル再選択或いは／及び切り替えパラメータ
を更によく調整して負荷バランシングを実現する。例えば、基地局は、本セルの各種無線
アクセス技術に対応する該無線アクセス技術をサポートできる接続状態にいるユーザ数の
情報を、隣接セルとインタラクティブすることにより、且つ、本セル内の各種無線アクセ
ス技術に対応する該無線アクセス技術をサポートできる接続状態にいるユーザ数によって
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、本セル再選択或いは／及び切り替えパラメータを確定する。入替えとして、基地局は、
本セルの各種無線アクセス技術に対応する該無線アクセス技術をサポートできるユーザが
使用している物理リソースブロックの数情報を隣接セルとインタラクティブすることによ
り、且つ、本セル内の各種無線アクセス技術に対応する該無線アクセス技術をサポートで
きるユーザが使用している物理リソースブロックの数によって、本セル再選択或いは／及
び切り替えパラメータを確定する。
【００５０】
　該制御ユニットは、各基地局のセル再選択或いは／及び切り替えパラメータを算出・更
新する。制御ユニットは、全ての基地局とアクセスされた更に１クラス高いマネジメント
実体、例えば移動マネジメント実体（ＭＭＥ，Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　Ｅｎｔｉｔｙ）に位置されてもよいし、ある特定された基地局に位置してもよい。該制
御ユニットは、各基地局からのアクセス確率情報、その隣接基地局に対するオフセット及
びＲＡＴを区分するロード情報等の情報を受信した後、以上の数式（５）によって、各基
地局のためにそれぞれの隣接セルに対するオフセットを算出し、各基地局に通知する。例
えば、基地局１は隣接セル２、３・・・ｎに対する該セルのオフセットＱoffset1,2、Ｑo

ffset1,3・・・Ｑoffset1,ｎを制御ユニットに送信する。類似的に、基地局ｎは隣接セル
１、２、３・・・ｎ－１に対する該セルのオフセットＱoffsetn,1、Ｑoffsetn,2・・・Ｑ

offsetn,n-1を制御ユニットに送信する。これらの基地局は、同期的にこれらの情報を送
信してもよく、各自独立に、周期的に、或いはイベントのトリガーによってこれらの情報
を送信してもよい。
【００５１】
　制御ユニットは、各基地局からのこれらの情報を受信した後、数式（５）によって、基
地局１,・・・ｎのために、その隣接セルに対するそれぞれのセルのオフセットを算出す
る。例えば、
【数６】

によって基地局ｋに対する基地局１のオフセットを算出し、算出されたオフセットをそれ
ぞれ各基地局に送信する。各基地局は、制御ユニットからの更新されたオフセットの値を
受信した後、該オフセットをセル再選択パラメータに入れて、無線エアインタフェースを
介してユーザにブロードキャストする。類似的に、制御ユニットは受信した基地局からの
これらの情報によって各セルの切り替えパラメータを算出し、各基地局にそれぞれ送信し
、各基地局は、制御ユニットからの更新された切り替えパラメータを受信した後、エアイ
ンタフェースを介してユーザにブロードキャストする。
【００５２】
　図１０ａから１０ｃでは基地局がセル再選択操作を実行する概略模式図を示している。
明示すべきことは、簡易化のために、ここでは本発明の内容と関連する操作だけを説明し
、本発明の内容と密接に関連しない内容を省略したことである。
　図１０ａでは基地局に設定された図９ａで示す方法によって動的にセル再選択パラメー
タを調整する装置の模式図を示している。図１０ａで示すように、該実施例のセル再選択
装置には、第一送信／受信ユニット１０１ａと、第二送信／受信ユニット１０２ａと、パ
ラメータインタラクティブユニット１０３ａと、調整因子決定ユニット１０４ａとオフセ
ット更新ユニット１０５ａとを含む。第一送信／受信ユニット１０１ａは、無線インタフ
ェースを介して情報を送受信する。第二送信／受信ユニット１０２ａは、基地局の間で情
報をインタラクティブする。パラメータインタラクティブユニット１０３ａは、第二送信
／受信ユニット１０２ａを介して本基地局と基地局ｎとのオフセット、本基地局のアクセ
ス確率などの情報を、隣接セルｎとインタラクティブする。これらの情報の送信は、基地
局１によって、各自独立に、周期的に行うか、又は、基地局ｎからの更新されたインタラ
クティブ情報を受信した後送信してもよく、あるイベントによってトリガーされてもよい
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。調整因子決定ユニット１０４ａは、既存のセル再選択パラメータによって調整因子を取
得してもよく、或いは現在セル及び／或いは隣接セルのロード情況によって調整因子を確
定してもよい。オフセット更新ユニット１０５ａは、以上の数式（５）によって、本セル
と隣接セルｎとのオフセットを算出・更新し、算出された結果をセル再選択パラメータに
入れて、送信受信ユニットを介してユーザに送信する。
【００５３】
　図１０ｂでは基地局側において集中式のインタラクティブ方式を採用してオフセット、
アクセス確率及びＲＡＴを区分するロード等情報をインタラクティブするセル再選択装置
の概略模式図を示している。図１０ｂで示すように、該実施例のセル再選択装置には、第
一送信／受信ユニット１０１ｂと、第二送信／受信ユニット１０２ｂと、パラメータイン
タラクティブユニット１０３ｂとを含む。第一送信／受信ユニット１０１ｂは、無線イン
タフェースを介して情報を送受信する。第二送信／受信ユニット１０２ｂは、基地局と制
御ユニット（図１０ｃで示している）との間で情報をインタラクティブする。パラメータ
インタラクティブユニット１０３ｂは、第二送信／受信ユニット１０２ｂを介して本基地
局と基地局ｎとのオフセット、本基地局のアクセス確率及びＲＡＴを区分するロード情報
等の情報を制御ユニットに送信し、第二送信／受信ユニット１０２ｂからの更新されたオ
フセット及び／或いは切り替えパラメータを受信し、更新されたオフセット及び／或いは
切り替えパラメータを第二送信／受信ユニット１０２ｂを介してユーザにブロードキャス
トする。基地局で独立に、周期的にこれらの情報を送信するか、又は、予定のタイミング
でこれらの情報を送信することをその他の基地局と約束するか、或いは有るイベントによ
ってトリガーされて送信してもよい。例えば、本基地局と隣接基地局とのオフセット及び
／或いは本基地局のアクセス確率情報に変更が発生した時に情報を送信する。ここで、本
基地局と隣接基地局とのオフセットは、本全ての隣接基地局１，・・・，ｎに対する基地
局のオフセットであってもよく、その中の変更が発生した部分オフセットであってもよい
。
【００５４】
　図１０ｃでは集中式のインタラクティブ方式を採用してオフセット、アクセス確率等情
報をインタラクティブする制御装置の概略模式図を示している。図１０ｃで示すように、
制御ユニットには、第一送信／受信ユニット１０２ｃと、調整因子決定ユニット１０４ｃ
と、オフセット更新ユニット１０５ｃとを含む。第一送信／受信ユニット１０２ｃは、基
地局と制御ユニットとの間で情報をインタラクティブする。調整因子決定ユニット１０４
ｃは、各基地局からのセル再選択パラメータによって調整因子を算出してもよく、或いは
各基地局のロード情況、セル再選択パラメータ等に基づき自分で調整因子を確定してもよ
く、確定した結果をオフセット更新ユニット１０５ｃに送信して、新しいオフセット及び
／或いは切り替えパラメータを算出する。オフセット更新ユニット１０５ｃは、第一送信
／受信ユニット１０２ｃからの各基地局のアクセス確率、その隣接セルに対するそれらの
オフセット及び各セルのＲＡＴを区分するロード情報を受信し、以上の数式（５）によっ
て、各セルと隣接セルｎとのオフセットを算出・更新し、算出されたオフセット及び／或
いは切り替えパラメータ結果を、第一送信／受信ユニット１０２ｃを介して各セルの基地
局に送信する。
【００５５】
　本発明の第二実施例にかかるセル再選択方法と装置において、全ての変更は、いずれも
基地局側と制御ユニットで行われている。図１０ｃでは制御ユニットの簡略模式図を示し
ている。明示すべきこととして、制御ユニットは基地局側に設定されてもよく、別のネッ
トワークユニットにあってもよい。ユーザは、既存の技術方法によって現在サービスセル
のセル再選択パラメータを読取り、既存の方法でセル再選択変数を算出して判定を行い、
いかなる変動も必要としない。そのため、第一実施例におけるユーザが自分でセル再選択
変数を変更する方法に比べて、基地局側で行われる操作は伝統的ユーザにも使用されるこ
ともでき、より強くより広い適用性を持っている。
【００５６】
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　本発明の第二実施例によるセル再選択方法と装置に含まれる各ユニットの機能は、基地
局に搭載されたハードウェアによって実現してもよく、ソフトウェアによってもよく、又
はハードウェアとソフトウェアの組み合わせによって実現してもよい。本分野の技術者は
、ここで説明した本発明の考え方と方法を通じて、各種方法を利用して本発明を実現する
。
【００５７】
　ここまで、本発明について好ましい実施例を合わせて説明した。当業者であれば本発明
の精神及び範囲から逸脱しない限り、様々な変更、交換及び追加を行ってもよいことが理
解されるはずである。そこで、本発明の範囲は前記特定の実施例に限られるものでなく、
添付した請求項の範囲によって限定されるものである。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９ａ】

【図９ｂ】

【図１０ａ】

【図１０ｂ】

【図１０ｃ】
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